
荻
原
雲
来
博
士
の
書
翰

õー可

一
] 

河
口
の 余

索
、
尚
果
酷
し
き
折
四
大
軽
利
御
法
益
の
段
大
賀
至
極
に
候

は
意
義
を
作
さ
ず
、
但
し

ロ
ω
自
。

.
5
R
M同
》
己
切
切
己
門

E
F
g『
釦

5
5

。
.
自
由
門
似
て

R
-
V己
主
冨
苫

に
作
れ
ば
可
な
り

拝
復

是
は
無
量
寿
者
と
覚
者
の
二
語
を
合
成
し
て
一
語
と
し
て
取
扱
へ
る
も
の
に
候

貴
殿
の
提
示
せ
る
如
き
二
種
の
唱
へ
方
は
園

よ
り
最
も
普
通
の
も
の
に
し
て
正
常
な
る
こ
と
論
無
し

通
常
は
貴
示
の
知
き
形
を
用
ゆ

河
口
の
用
ひ
し
如
き
形
は
上
の
如
く
訂
正
す
れ
ば
文
法
上
何
等
不
満
の
点
あ
る
に
非
れ
ど
も

普
通
の
用
例
に
見
出
し
申
さ

ず
候

以
上
取
急
ぎ
御
回
答
ま
で

勿
々

三
月
八
日

笹
本
戒
浄
様

荻
原

雲
来

事
一
封
械
は
が
き
表
-
横
浜
市
神
奈
川
町
慶
運
寺

笹
本
戒
浄
様

消
印
日
付
・
昭
和
二
年
三
月
九
日

裏
・
東
京
府
北
多
摩
郡
多
摩
村
誓
願
寺

荻
原
雲
来

(
慶
運
寺
蔵
)

(1) 
河
口
懇
海
著
「
在
家
仏
教
」
(
大
正
十
五
年
八
月
、
世
界
文
庫
刊
行
会
刊
)
五
六
頁
、
お
よ
び
全
集
中
巻
八
九
頁
参
照
。
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拝
啓

何
時
も
御
清
昌
奉
大
賀
候

先
日
は
折
角
御
光
来
被
下
候
に
生
憎
不
在
御
面
暗
を
得
ず
遺
憾
の
至
に
候
其
節
は
甜
味

沢
山
御
恵
贈
被
下
御
芳
情
の
段
多
謝
致
候

次
に
御
尋
の
「
往
生
」
の
党
語
は

買
え
E
3
3
Z
(
三
人
称
単
数
、
現
在
、
直
説
法
)
と
申
し
、
官
ロ
(
生
る
)
と
言
ふ
語

根

(
g♀
)
に
字
縁
の

E山

を
加
へ

ω
・
』
釦
ロ
に
て

文
た
単
に
「
生
る
」
と
言
ふ
義
に
用
ゐ
ら
る
、
川
聞
は
「
近
く
」
「
方
に
」

の
義
あ
る
接
頭
辞
に
候
、
此
に
更
に

官
民
同
(
対
し
て
、
復
た
び
等
)
て
ふ
接
頭
辞
を
加
へ
H
V『州w
-
z・川
田
・
』

ω
ロ

が
連
声
法
の
規
定

に
由
り

同
】
『
釦
丹
》
『
帥
]
州
凶
ロ

と
な
り
「
復
た
び
生
る
」
寸
生
れ
か
は
る
」
と
言
ふ
義
と
な
る

此
の

同V円
ω
昨
日
、
m
a
ω
ロ

の
三
人
称
、
単

数
、
現
在
、
直
説
法
が
即
ち

同
》
吋
白
骨
一
司
削
』
削
回
、
釦
件
。

な
り
、

き
れ
ば
此
の
語
は
正
し
く
は
「
転
生
」
と
か
「
再
生
」
と
か
訳
す
る
が

至
当
に
候
、
併
し
先
賢
が
往
生
と
訳
し
た
る
意
を
考
ふ
る
に
「
往
」
は
移
転
の
義
に
非
ず
し
て
状
態
の
転
変
を
言
ふ
も
の
と
見

2 

る
べ
き
が
知
し
、
即
ち
現
在
の
生
の
状
態
が
転
変
し
て
他
の
生
の
状
態
と
な
る
を
以
て
此
を
往
生
と
解
す
べ
き
が
知
し
極
楽

国
土
を
立
つ
る
経
文
に
あ
り
で
は

同
】
円
削
凶
丹
】
可
恥
同
』

M同
】
可
州
同
一
庁
内
山

が
往
生
と
訳
さ
れ
て
此
が
彼
の
国
に
往
き
て
生
る
と
言
ふ
義
に
取
ら

る
〉
も
不
当
に
非
れ
ど
も
極
楽
国
土
其
他
地
方
国
土
を
立
て
ざ
る
経
文
に
あ
り
て
も
此
の
語
あ
り

例
せ
ば

波
利
に
て
は
此

を

同
】
釦
の
の
町
田
』
川
町
凶
可
制
凶
同
国

に
作
り
波
利
の
中
阿
含
や
相
応
阿
合
中
に
散
見
せ
り

此
等
の
典
拠
よ
り
見
れ
ば
往
生
は
彼
の
固
に
往

き
て
生
る
の
義
に
非
し
て

単
に
現
生
を
捨
て
〉
来
生
を
受
く
と
言
ふ
義
と
解
す
べ
し

以
上
取
急
ぎ
御
返
事
ま
で

勿
々

十
二
月
十
二
日

笹
本
戒
浄
土
人

侍
史

荻
原

雲
来

完
封
筒
欠
逸

「
荻
原
雲
来
文
集
」
九
一
八
頁
所
収
。

(
慶
運
寺
蔵
)
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拝
復

不
相
変
御
化
益
弥
よ
御
隆
盛
の
御
様
子
何
よ
り
慶
賀
の
至
り
で
す
、
却
説
過
日
御
手
紙
御
回
答
大
に
延
引
し
ま
し
て
申

訳
あ
り
ま
せ
ん
、
御
答
左
に

】m岡
山
、
鈴
件
。
又
は

町
田
}
山
剛
凶
『
何

W
4
h
h
wは単
に
寸
生
る
」
と
言
ふ
義
、
此
に

同
】
吋
釦
件
同
を
冠
す
る
と

℃
円
相
凶
同
判
的
同
』
山
川
】
可
制
広
巾

に
し
て
、
「
或
る
も
の
と
生
る
、
或
る
処
に
生
る
、
更
に
生
る
」
等
と
言
ふ
義
で
、
何
時
ぞ
や
申
し
上
た
通
り

で
ご
ざ
い
ま
す
、
決
し
て
単
に
「
生
る
」
と
言
ふ
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
次
に
往
生
と
訳
せ
ら
れ
た
る
語
が
此
の
外
に
も
有
り

ま
し
ょ
う
が
小
生
は
一
寸
見
出
し
ま
せ
ん
、
若
し
其
の
原
語
が
判
り
ま
し
た
ら
御
報
知
を
願
ま
す
、

文
波
利
文
の
寸
党
を
体
と
し
」
は
正
し
か
ら
ず
、
正
し
く
は
、
「
林
凡
な
り
」
又
は
「
発
の
如
し
」
と
訳
す
べ
き
で
す
、
覚
音
の

注
釈
を
見
ま
す
と
、
「
仏
を
最
勝
の
義
の
故
に
党
と
す
、
文
は
党
に
等
し
き
が
故
に
党
の
知
し
と
す
」
と
あ
り
ま
す
、
仏
を
究
と

言
ふ
は
威
力
等
が
党
の
如
く
な
れ
ば
党
を
借
り
て
仏
徳
を
彰
す
ま
で
で
す
、
故
に
或
る
処
に
は
仏
は
党
の
徳
と
相
応
す
る
が
故

3 

に
仏
を
究
と
言
ふ
こ
と
も
あ
り
ま
す
、
仏
の
体
が
党
の
体
と
同
じ
と
言
ふ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
但
だ
党
の
功
徳
を
取
る
ま
で

で
す
、
故
に
「
生
主
、
大
我
」
な
ど
を
認
め
て
居
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
但
し
地
方
の
浬
祭
経
な
ど
に
至
り
て
大
我
を
説
く

は
教
理
の
発
達
上
印
度
哲
学
の
所
謂
ゆ
る
外
道
の
我
や
党
と
同
じ
物
を
仏
性
と
認
む
る
に
至
っ
た
の
で
す
、

以
上
語
義
の
説
理
に
兼
ね
て
私
見
迄
乱
筆
御
容
赦
を
乞
ふ

勿
々

四
月
二
十
七
日

笹
本
戒
浄
様

荻
原

雲
来

*
封
筒
欠
逸

「
荻
原
雲
来
文
集
」
九
一
八
頁
所
収
。

(
慶
運
寺
蔵
)



拝
啓

姉
崎西
君]

の
訳i
の

眼
を
体
と
し
云
云
の
四
語
は
元
と
。
ω
w
w
v
z
v
v
o
件
。

国
仙
ロω
σ
F
D件。

島
ω
昌
吉
川
号
百
件
。
同
】
『
釦
“

"
z
s
ω・

σ
F
0
4
5
 で
す
、

σ
『
阿
国
件
。は
合
成
語
の
尾
に
あ
り
て
は
「
猶
ほ
:
・
の
知
し
」
文
は
「
:
・
よ
り
成
立
つ
」
の
義
で
す
、
「
:
・
を
体

と
す
」
と
訳
せ
る
は
此
の
後
義
で
す
、
今
の
原
文
は
寧
ろ
初
義
に
取
る
が
至
当
と
考
へ
ま
す
、
文
姉
崎
君
の
「
即
ち
如
来
な
り
」

は
厳
密
に
言
へ
ば
「
即
ち
」
の
語
は
原
本
に
あ
り
ま
せ
ん

唯
だ
「
知
来
な
り
」
と
言
ふ
べ
き
で
す
、
市
し
て
前
の

向
日ω
w
w
-

F
Z
σ
F
O
件
。

等
の
四
語
は

此
語
の
因
故
に
は
非
ず

此
等
の
四
語
及
び
其
他
の
語
乃
至
知
来
な
り

は
何
れ
も
世
尊
の
徳
相

を
種
々
の
名
目
を
以
て
顕
示
し
た
る
に
過
ぎ
ず
、
次
に

同
》
可
制
凶
同
一
可
町
田
】
削
回
、

ω
件
。

を
「
或
る
処
に
生
る
」
と
書
き
ま
し
た
の
は

此
の

語
は
転
生
を
意
味
す
る
こ
と
を
知
ら
さ
む
が
為
で
す

厳
密
に
言
へ
ば
但
だ
生
る
に
非
し
て
(
何
物
に
)
生
る
、
(
何
処
に
)
生

る
等
の
義
を
顕
は
す
時
に
用
い
る
も
の
で
す
か
ら
斯
く
申
し
た
の
で
す

故
に
精
密
に
言
ふ
な
ら
ば
「
(
或
る
処
に
)
生
る
」
と

4 

括
弧
を
加
ふ
べ
き
で
す
、
さ
り
と
て
一
物
が
或
る
処
に
移
動
し
て
其
処
に
生
る
と
言
ふ
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん

往
生
の
往
も
同

義
で
す

以
上

取
急
ぎ
要
点
の
み
略
答
致
し
ま
し
た
、
乱
筆
御
容
赦
を
願
ふ

勿
々

五
月
七
日

笹
本
戒
浄
様

荻
原

雲
来

寧
一
封
績
は
が
き
表
-
繍
浜
市
神
奈
川
区
飯
田
町
慶
運
寺

笹
本
戒
浄
様

消
印
日
付
・
昭
和
九
年
五
月
八
日

裏
・
東
京
府
北
多
摩
郡
多
摩
村
響
願
寺
荻
原
雲
来

(
慶
運
寺
蔵
)

(1) 
姉
崎
正
治
著
「
板
本
仏
教
」
(
明
治
四
十
三
年
、
東
京
博
文
館
刊
)
八
六
頁
参
照
。
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拝
復

拙
僧
去
る
十
一
日
よ
り
山
口
県
へ
旅
行
し
て
居
り

一
昨
日
帰
寺
し
ま
し
た

さ
て
御
尋
の
「
世
尊
は
眼
の
知
く
」
と
は
導
く
義
よ
り
名
づ
け
、
「
智
の
如
く
」
と
は
所
作
を
知
る
義
よ
り
名
づ
け
、
「
法
の

知
く
」
と
は
無
倒
の
自
性
よ
り
名
づ
け
た
も
の
で
す
、
次
に
党
身
又
は
究
成
の
党
は
党
天
其
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
党
天
は

印
度
人
の
考
で
は
最
尊
最
上
で
す
か
ら

其
の
最
尊
最
上
の
義
を
取
て
党
の
字
を
用
い
た
の
で
す

換
言
す
れ
ば
最
上
身
、
最

上
成
と
言
ふ
義
で
す
、
次
に
「
自
作
自
受
」
の
自
は
党
に

∞
〈
m
w

と
言
し亙

無
我
の
我
は
党
に

似
同
ロ
岡
山
凶
ロと
言
い
ま
す
、
前

者
は
英
語
の

。
者
ロ

で
す
、
後
者
は
英
語
の

g
z
-
-自民

で
す
、

以
上
に
て
御
了
解
の
事
と
存
じ
ま
す

四
大
軽
利

御
化
益
の
弥
よ
盛
な
ら
ん
こ
と
を
希
願
致
し
ま
す

勿
々

六
月
二
十
二
日

笹
本
戒
浄
様

荻
原

雲
来

5 

二
伸

右
文
中
究
成
、
最
上
成
の
寸
成
」
の
字
は
穏
当
で
あ
り
ま
せ
ん

御
手
紙
に

t

「
成
」
の
字
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
「
党

成
」
と
し
ま
し
た
が

実
は

a

省
は
寸
猶
ほ
党
の
知
し
」
又
は
「
党
な
り
」
と
訳
す
べ
き
で
す
、
木
村
君
の
賛
成
は
此
の

第
二
の
意
味
で
し
ょ
う

然
ら
ぱ
「
党
で
あ
る
」
と
言
ふ
義
で
す
か
ら

漢
語
な
ら
単
に
「
党
」
と
の
み
言
に
当
り
ま
す
、

完
封
績
は
が
き

表
・
横
浜
市
神
奈
川
区
飯
田
町
慶
運
寺

笹
本
戒
浄
様

消
印
日
付
・
昭
和
九
年
六
月
二
十
二
日

裏
・
東
京
府
北
多
摩
郡
多
摩
村
誓
願
寺

荻
原
雲
来

(
慶
運
寺
蔵
)
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無常なり(感噴調、無訳) 諸行は 生 滅 法なり

原
文
に
よ
り
姉
崎
氏
の

訳
は
不
完
全
と

存
じ
ま
す

utpadya 

(諸行は「生じて

hi nirudhyante 

(実 lこ) 減す

tesam 
• (2) 

彼彼の

vyupasama~ 
(3) 

止むことは

sukham 

楽なり

(1) utpadのgerund

(生)

(副調)、

‘接続詞ならず故 lこ (2) 彼らの〉

(又)の意なし o rごでι
L 即ち生じて滅すること

復数に御注意

pulralのgenitiveなり

(3) nirudhaは生に対する滅

vyupasamatま“止むこと"

寂滅と言ふも生滅の

滅の意と異る

[六] 二折りのカード(縦 9.0/横 28.6cm) にインクで奮かれたもの。年代等は不明である。
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